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（益 一哉：東京工業大学）
（石田 誠：豊橋技術科学大学）
（西 宏章：慶應義塾大学）

1976年富士通入社。2009年 執行役員常務。2010年  執行役員副
社長 ICT機器事業担当。2012年 代表取締役副社長 CTO&CMO。
2016年富士通研究所　代表取締役会長。2017年より内閣府の官
民研究開発投資拡大プログラム革新的フィジカル空間基盤技術
領域統括。2021年東京工業大学 特任教授。主としてICT関連の
研究開発や事業責任者を経験。パソコンや携帯電話の開発、製造、
販売まで一貫したビジネスからサーバー、通信機器やスーパーコン
ピュータ「京」の開発、製造などの国家レベルのビックプロジェクト
を指揮。関連ターゲット分野における技術動向や市場動向、研究
開発動向にも幅広く精通。2018年4月より現職。
日本MOT学会会長やエレクトロニクス実装学会会長歴任。

研究サブテーマⅠ. IoTソリューション開発のための共通プラットフォーム技術

研究サブテーマⅡ. 革新的センサ技術・超低消費電力IoTチップ

研究サブテーマⅢ. Society 5.0実現のための社会実装技術

東京工業大学
特任教授

これまで収集できなかったデータを取得可能で、低消費電力・小型・低コストで実装できる革新的センサ技術や、様々なセンサからのデータ処理が可
能なマルチセンシングモジュール（MSM)の開発・実用化を行う。
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これまでの成果・期待される成果

・ 革新的センサ技術とマルチセンシング制御技術、IoT構築のための共通プラットフォーム
技術が一体となったエッジプラットフォーム技術を開発している。
・ ニーズドリブンな技術開発を実施する研究実施者が互いに連携し、サブテーマⅠからⅢまで
一気通貫の研究開発を実施している。
・ My-IoT、SRF無線PF、MSM-PFで開発コスト1/10の目標を達成する見込み。

・プラットフォーム構築のためのマルチセンシングモジュール（MSM）のPoCを開始した。
・剛柔物や不定形物の把持力を検出するコグニティブグローブを開発しMSMとの連携動作
を確認した。
・40-60μW/K（1.5×1.5cm2素子）の常温発電性能を確認した。
・衝突防止・停止、および高精度認識等の自律移動パーソナルモビリティ技術を確立した。
・食産業関係3分野において、試作したエンドエフェクタの実証実験を開始した。

・ 2020年10月にMy-IoTコンソーシアムを設立し、2021年
4月より本格的に活動開始。「IoTの民主化」の実現に向
けて、My-IoT開発プラットフォームの普及支援、会員間
の協創によるIoT新規ビジネスの創出と地域・業界の
エコシステムの構築を推進する。
・ IoT普及を目指す複数の既存コンソーシアムと連携し、
フィジカルデータ処理基盤の成果を基に、センサーか
らシステム、さらにアプリケーションまで一気通貫で
整備・構築を促進する「エッジコンソーシアム（仮称）」
を2021年度内に設立すべく、準備を進めている。

■SIPフィジカルが目指すエッジプラットフォーム技術の開発

■IoTの構築、導入コストを従来の1/10以下に低減するための
     要素技術に関する主な成果

■IoT普及を促進する
　エコシステムを構築

コスト高やコスト高や

技術、革新的センサ技術、センサープラットフォーム技術の技術、革新的センサ技術、センサープラットフォーム技術の

● マルチセンシングモジュール（MSM） ● コグニティブグローブ ● 自律移動パーソナルモビリティ

● 実証実験（料理の盛り付け）
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